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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データベースサーバを含む複数のサーバが接続された情報処理システムの動作を検証す
るためのシナリオを作成するシナリオ作成プログラムであって、
　動作検証を行う端末装置によって前記情報処理システムの動作検証が行われている場合
に、前記複数のサーバ間で送受されるメッセージを収集する収集手順と、
　前記収集手順によって収集されたメッセージを関連付ける関連付け手順と、
　前記関連付け手順によって関連付けられたメッセージ群である業務モデルを、前記デー
タベースサーバにアクセスした時刻の昇順にソートするソート手順と、
　前記ソート手順によってソートされた業務モデルに基づいてシナリオを作成するシナリ
オ作成手順と
　をコンピュータに実行させることを特徴とするシナリオ作成プログラム。
【請求項２】
　前記ソート手順によってソートされた業務モデルのうち、隣接する業務モデルによって
アクセスされる前記データベースサーバのテーブルが異なる場合に、該隣接する業務モデ
ルを並列に並び替える多重化手順をさらにコンピュータに実行させ、
　前記シナリオ作成手順は、前記多重化手順によって並び替えられた業務モデルに基づい
てシナリオを作成することを特徴とする請求項１に記載のシナリオ作成プログラム。
【請求項３】
　前記多重化手順は、前記ソート手順によってソートされた業務モデルのうち、隣接する
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業務モデルの双方が前記データベースサーバへ参照処理だけを行う場合に、該隣接する業
務モデルを並列に並び替えることを特徴とする請求項２に記載のシナリオ作成プログラム
。
【請求項４】
　前記データベースサーバに対して更新処理を行う業務モデルである更新系の業務モデル
同士が隣接し、かつ、前記データベースサーバに対して参照処理を行う業務モデル同士が
隣接するように、前記ソート手順によってソートされた業務モデルの順序を入れ替える入
替手順をさらにコンピュータに実行させ、
　前記多重化手順は、前記入替手順によって入れ替えられた業務モデルを並列に並び替え
ることを特徴とする請求項２または３に記載のシナリオ作成プログラム。
【請求項５】
　前記入替手順は、更新系の業務モデルの後に、参照系の業務モデルが配置されており、
かつ、該更新系の業務モデルと該参照系の業務モデルによってアクセスされるテーブルが
同一である場合には、該参照系の業務モデルと該更新系の業務モデルとの順序を維持し、
更新系の業務モデルの後に、参照系の業務モデルが配置されており、かつ、該更新系の業
務モデルと該参照系の業務モデルによってアクセスされるテーブルが異なる場合には、該
参照系の業務モデルと該更新系の業務モデルとの順序を入れ替えることを特徴とする請求
項４に記載のシナリオ作成プログラム。
【請求項６】
　前記入替手順は、参照系の業務モデルの後に、参照系の業務モデルが配置されており、
かつ、双方の業務モデルによってアクセスされるテーブルが異なる場合には、双方の業務
モデルの順序を入れ替えることを特徴とする請求項４または５に記載のシナリオ作成プロ
グラム。
【請求項７】
　データベースサーバを含む複数のサーバが接続された情報処理システムの動作を検証す
るためのシナリオを作成するシナリオ作成装置であって、
　動作検証を行う端末装置によって前記情報処理システムの動作検証が行われている場合
に、前記複数のサーバ間で送受されるメッセージを収集する収集部と、
　前記収集部によって収集されたメッセージを関連付ける関連付け部と、
　前記関連付け部によって関連付けられたメッセージ群である業務モデルを、前記データ
ベースサーバにアクセスした時刻の昇順にソートするソート部と、
　前記ソート部によってソートされた業務モデルに基づいてシナリオを作成するシナリオ
作成部と
　を備えたことを特徴とするシナリオ作成装置。
【請求項８】
　データベースサーバを含む複数のサーバが接続された情報処理システムの動作を検証す
るためのシナリオを作成するシナリオ作成装置によるシナリオ作成方法であって、
　前記シナリオ作成装置が、
　動作検証を行う端末装置によって前記情報処理システムの動作検証が行われている場合
に、前記複数のサーバ間で送受されるメッセージを収集する収集ステップと、
　前記収集ステップによって収集されたメッセージを関連付ける関連付けステップと、
　前記関連付けステップによって関連付けられたメッセージ群である業務モデルを、前記
データベースサーバにアクセスした時刻の昇順にソートするソートステップと、
　前記ソートステップによってソートされた業務モデルに基づいてシナリオを作成するシ
ナリオ作成ステップと
　を含んだことを特徴とするシナリオ作成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シナリオ作成プログラム、シナリオ作成装置およびシナリオ作成方法に関す
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る。
【背景技術】
【０００２】
　情報処理システムのテスト担当者などは、例えば、情報処理システムのバグが修正され
た場合や、情報処理システムに新しい機能が追加された場合に、修正や追加されたアプリ
が他のアプリに影響を与えていないことを検証するためにテストを行う。このため、テス
ト担当者は、情報処理システムが改修されるたびに同じようなテストを行うことになる。
このようなテストは、「再帰テスト」、「回帰テスト」、「リグレッションテスト」など
と呼ばれている。
【０００３】
　ここで、図２３を用いて従来のテスト手法の一例について説明する。図２３は、従来の
テスト手法の一例を説明するための図である。図２３に示した例において、情報処理シス
テム９は、Ｗｅｂサーバ１３と、ＡＰ（Application）サーバ１４と、ＤＢ（Data　Base
）サーバ１５とを有する。また、情報処理システム９は、ネットワーク３１を介して、テ
スト端末１１と接続されている。
【０００４】
　図２３に示した例において、テスト担当者Ｈ１は、テストを実施する場合に、テスト端
末１１に対して、予め決められている操作を行う。例えば、テスト担当者Ｈ１は、Ｗｅｂ
ブラウザを開いて、Ｗｅｂブラウザ上に、テスト仕様書において定められている情報を入
力する。
【０００５】
　テスト端末１１は、テスト担当者Ｈ１による操作に応じて、ＨＴＴＰ（HyperText　Tra
nsfer　Protocol）リクエスト等をＷｅｂサーバ１３へ送信する。ＨＴＴＰリクエスト等
を受け付けたＷｅｂサーバ１３は、ＡＰサーバ１４との間でリクエストやレスポンスを送
受する。また、その間に、ＡＰサーバ１４は、ＤＢサーバ１５との間でリクエストやレス
ポンスを送受する。なお、以下では、リクエストとレスポンスとを総称して「メッセージ
」と呼ぶことがある。
【０００６】
　そして、テスト端末１１は、例えば、Ｗｅｂサーバ１３からレスポンスを受信し、受信
したレスポンスに応じた情報をＷｅｂブラウザ上に出力する。そして、テスト担当者Ｈ１
は、Ｗｅｂブラウザ上に出力された情報を確認することにより、テストの合否を判定する
。
【０００７】
　このようにして、テスト担当者Ｈ１は、情報処理システム９のテストを行う。そして、
テスト担当者Ｈ１は、再帰テストを行う場合、以前に行った操作と同様の操作を行い、以
前に行った確認と同様の確認を行う。なお、図２３では、１人のテスト担当者によってテ
ストが行われる例を示したが、一般に、このようなテストは複数のテスト担当者によって
行われる。
【０００８】
　近年では、再帰テストにかかる工数を低減することを目的として、再帰テストの一部を
自動的に実施する自動テスト技術が提案されている。かかる自動テスト技術について、図
２３に示した例を用いて説明する。ここでは、テスト端末１１に自動テスト技術が適用さ
れているものとする。かかる場合、テスト端末１１は、例えば、テスト担当者Ｈ１によっ
て行われた操作手順と、Ｗｅｂサーバ１３から受信したレスポンスとを含む情報（以下、
「テストデータ」と言う）を生成する。
【０００９】
　そして、テスト担当者Ｈ１は、再帰テストを行う場合、例えば、ＤＢサーバ１５が保持
する各種データベースを初期化した後に、テストデータを読み出す操作を行う。テスト端
末１１は、読み出し操作が行われた場合に、テストデータに含まれる操作手順を実行して
、Ｗｅｂサーバ１３へリクエストを送信する。そして、テスト端末１１は、Ｗｅｂサーバ
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１３からレスポンスを受信し、受信したレスポンスと、テストデータに含まれるレスポン
スとが一致するか否かを判定することによりテストの合否判定を行う。このように、テス
ト担当者Ｈ１は、自動テスト技術を用いることにより、予め決められている操作手順を行
うことなく、再帰テストを行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開平１１－１８４９００号公報
【特許文献２】特開２００７－２６４８１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、上述した従来の自動テスト技術には、テストの合否判定を正しく行えな
い場合があるという問題があった。図２４を用いて具体的に説明する。図２４は、従来の
テスト手法における問題点を説明するための図である。
【００１２】
　図２４では、２人のテスト担当者Ｈ１１およびＨ１２によってテストが行われる例を示
している。なお、図２４において、実線の矢印は、テスト担当者Ｈ１１によってテストが
行われた場合にサーバ間で送受されるメッセージを示し、破線の矢印は、テスト担当者Ｈ
１２によってテストが行われた場合にサーバ間で送受されるメッセージを示している。
【００１３】
　具体的には、図２４に示した例において、テスト担当者Ｈ１１によってテストＴ１１が
行われた場合、テスト端末は、時刻ｔ１１にＷｅｂサーバ１３へリクエストを送信してい
る（ステップＳ１１）。その後、Ｗｅｂサーバ１３は、時刻ｔ１２にＡＰサーバ１４へリ
クエストを送信し（ステップＳ１２）、ＡＰサーバ１４は、時刻ｔ１７にＤＢサーバ１５
へリクエストを送信している（ステップＳ１７）。そして、ＤＢサーバ１５は、ＡＰサー
バ１４から受信したリクエストに応答してデータベースを参照または更新し、参照結果や
更新結果をＡＰサーバ１４へ送信する。図２４に示した例では、ＤＢサーバ１５は、時刻
ｔ１８に参照結果や更新結果を含むレスポンスをＡＰサーバ１４へ送信している（ステッ
プＳ１８）。そして、ＡＰサーバ１４は、時刻ｔ２１にＷｅｂサーバ１３へレスポンスを
送信し（ステップＳ２１）、Ｗｅｂサーバ１３は、時刻ｔ２２にテスト端末へレスポンス
を送信している（ステップＳ２２）。
【００１４】
　また、図２４に示した例において、テスト担当者Ｈ１２によってテストＴ１２が実施さ
れた場合、テスト端末は、時刻ｔ１３にＷｅｂサーバ１３へリクエストを送信している（
ステップＳ１３）。その後、Ｗｅｂサーバ１３は、時刻ｔ１４にＡＰサーバ１４へリクエ
ストを送信し（ステップＳ１４）、ＡＰサーバ１４は、時刻ｔ１５にＤＢサーバ１５へリ
クエストを送信している（ステップＳ１５）。そして、ＤＢサーバ１５は、時刻ｔ１６に
ＡＰサーバ１４へレスポンスを送信し（ステップＳ１６）、ＡＰサーバ１４は、時刻ｔ１
９にＷｅｂサーバ１３へレスポンスを送信している（ステップＳ１９）。その後、Ｗｅｂ
サーバ１３は、時刻ｔ２０にテスト端末へレスポンスを送信している（ステップＳ２０）
。
【００１５】
　図２４に示した例において、上述した従来の自動テスト技術がテスト端末に適用されて
いる場合、テスト端末は、テストＴ１１に対応するテストデータＤ１１と、テストＴ１２
に対応するテストデータＤ１２とを生成することになる。ここで、テスト担当者は、テス
トデータＤ１１を用いて再帰テストを行う場合、ＤＢサーバ１５の状態を、テストＴ１１
およびＴ１２が実施される前の状態に戻す。
【００１６】
　ここで、図２４に示すように、テストＴ１１では、テストＴ１２においてＤＢサーバ１
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５へアクセスされた後に、ＤＢサーバ１５へアクセスする処理が行われる。このとき、テ
ストＴ１２によってＤＢサーバ１５のデータが更新される可能性がある。すなわち、テス
トＴ１１では、テストＴ１２において更新されたテーブルにアクセスする可能性がある。
このため、テストＴ１２においてＤＢサーバ１５が更新された場合、テストＴ１１には、
更新後のＤＢサーバ１５に対してアクセスすることが求められる。
【００１７】
　しかし、テストデータＤ１１を用いてテストＴ１１を実行した場合、テストＴ１２にお
いて更新されたＤＢサーバ１５に対してアクセスすることができない。このため、テスト
端末は、テストデータＤ１１に含まれるレスポンスと異なるレスポンスをＷｅｂサーバ１
３から受信するおそれがある。このことは、情報処理システムが正常に動作しているにも
関わらず、テストの合否判定を正しく行えないという問題を招く。
【００１８】
　なお、テストデータＤ１１およびＤ１２の生成時と同様の順序でテストＴ１１およびＴ
１２を実行することにより、図２４に示した各サーバの動作を再現できるとも考えられる
。しかし、各サーバ間でメッセージが送受される順序は、サーバの状況やネットワークの
状況によって変動するため、各サーバの動作を再現できるとは限らない。このため、テス
トデータの生成時と同様の順序でテストを実行した場合であっても、テストの合否判定を
正しく行えない場合がある。
【００１９】
　上述したように、情報処理システムの分野では、再帰テストが行われることが多いため
、再帰テストにかかる工数は増大している。このような状況下で、テストの合否判定を正
しく行うことができるテストデータをいかにして作成するかが課題となっていた。
【００２０】
　開示の技術は、上記に鑑みてなされたものであって、テストの合否判定を正しく行うこ
とができるテストデータを作成するシナリオ作成プログラム、シナリオ作成装置およびシ
ナリオ作成方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本願の開示するシナリオ作成プログラムは、一つの態様において、データベースサーバ
を含む複数のサーバが接続された情報処理システムの動作を検証するためのシナリオを作
成するシナリオ作成プログラムであって、動作検証を行う端末装置によって前記情報処理
システムの動作検証が行われている場合に、前記複数のサーバ間で送受されるメッセージ
を収集する収集手順と、前記収集手順によって収集されたメッセージを関連付ける関連付
け手順と、前記関連付け手順によって関連付けられたメッセージ群である業務モデルを、
前記データベースサーバにアクセスした時刻の昇順にソートするソート手順と、前記ソー
ト手順によってソートされた業務モデルに基づいてシナリオを作成するシナリオ作成手順
とをコンピュータに実行させる。
【発明の効果】
【００２２】
　本願の開示するシナリオ作成プログラムの一つの態様によれば、テストの合否判定を正
しく行うことが可能になるシナリオを作成することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は、実施例１における情報処理システムの構成例を示す図である。
【図２】図２は、実施例１に係るシナリオ作成装置の構成例を示す図である。
【図３】図３は、収集部によるメッセージ収集処理の一例を示す図である。
【図４】図４は、収集部によって収集されるメッセージの一例を示す図である。
【図５】図５は、関連付け部による関連付け処理の一例を示す図である。
【図６】図６は、関連付け部による関連付け処理の一例を示す図である。
【図７－１】図７－１は、更新処理時の排他制御を説明するための図である。
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【図７－２】図７－２は、共有ロックを伴う参照処理時の排他制御を説明するための図で
ある。
【図７－３】図７－３は、共有ロックを伴わない参照処理時の排他制御を説明するための
図である。
【図８－１】図８－１は、ソート部によるソート処理の一例を示す図である。
【図８－２】図８－２は、ソート部によるソート処理の一例を示す図である。
【図９】図９は、入替部によって業務モデルが入れ替えられる条件を示す図である。
【図１０】図１０は、入替部による入替処理の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、多重化部によって業務モデルが多重化される条件を示す図である。
【図１２－１】図１２－１は、多重化部による多重化処理の一例を示す図である。
【図１２－２】図１２－２は、多重化部による同期情報付与処理の一例を示す図である。
【図１３】図１３は、シナリオ作成装置によるシナリオ作成処理手順を示すフローチャー
トである。
【図１４】図１４は、ソート部によるソート処理手順を示すフローチャートである。
【図１５】図１５は、入替部による入替処理手順を示すフローチャートである。
【図１６】図１６は、入替部による入替判定処理手順を示すフローチャートである。
【図１７】図１７は、多重化部による多重化処理手順を示すフローチャートである。
【図１８－１】図１８－１は、多重化部による多重化処理の一例を説明するための図であ
る。
【図１８－２】図１８－２は、多重化部による多重化処理の一例を説明するための図であ
る。
【図１８－３】図１８－３は、多重化部による多重化処理の一例を説明するための図であ
る。
【図１８－４】図１８－４は、多重化部による多重化処理の一例を説明するための図であ
る。
【図１９】図１９は、多重化部による初期化処理手順を示すフローチャートである。
【図２０】図２０は、多重化部による多重化判定処理手順を示すフローチャートである。
【図２１】図２１は、多重化部による同期設定処理手順を示すフローチャートである。
【図２２】図２２は、シナリオ作成プログラムを実行するコンピュータを示す図である。
【図２３】図２３は、従来のテスト手法の一例を説明するための図である。
【図２４】図２４は、従来のテスト手法における問題点を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下に、本願の開示するシナリオ作成プログラム、シナリオ作成装置およびシナリオ作
成方法の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。なお、この実施例により本願の開示す
るシナリオ作成プログラム、シナリオ作成装置およびシナリオ作成方法が限定されるもの
ではない。
【実施例１】
【００２５】
［実施例１における情報処理システムの構成］
　まず、図１を用いて、実施例１に係るシナリオ作成装置１００を含む情報処理システム
１の構成について説明する。図１は、実施例１における情報処理システム１の構成例を示
す図である。図１に示した例において、情報処理システム１は、負荷分散装置１２と、Ｗ
ｅｂサーバ１３と、ＡＰサーバ１４と、ＤＢサーバ１５とを有する。なお、図１に示した
例において、Ｗｅｂサーバ１３は、複数台存在するものとする。
【００２６】
　図１に示すように、負荷分散装置１２、Ｗｅｂサーバ１３、ＡＰサーバ１４、ＤＢサー
バ１５は、それぞれルータ２２～２５を介して接続されている。また、図１に示した例に
おいて、Ｗｅｂサーバ１３とＡＰサーバ１４との間に、ファイアーウォール３２が設置さ
れている。また、図１に示した例において、テスト端末１１は、ルータ２１およびネット
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ワーク３１を介して負荷分散装置１２と接続されている。また、図１に示した例において
、シナリオ作成装置１００は、ＡＰサーバ１４および負荷分散装置１２と接続されている
。
【００２７】
　テスト端末１１は、テスト担当者によって操作されるパーソナルコンピュータ等の端末
装置である。負荷分散装置１２は、テスト端末１１からリクエストを受信し、受信したリ
クエストをＷｅｂサーバ１３へ転送する。例えば、負荷分散装置１２は、複数のＷｅｂサ
ーバ１３の負荷が均等になるようにリクエストを転送する。Ｗｅｂサーバ１３は、テスト
端末１１からのリクエストに応じて、ＨＴＭＬ（HyperText　Markup　Language）データ
や画像データなどを含むレスポンスをテスト端末１１へ送信する。
【００２８】
　ＡＰサーバ１４は、情報処理システム１によって提供される各種サービスを実現するた
めのアプリケーションを有する。図１に示した例において、ＡＰサーバ１４は、Ｗｅｂサ
ーバ１３からリクエストを受信し、受信したリクエストに応じて各種処理を行う。具体的
には、ＡＰサーバ１４は、ＤＢサーバ１５へリクエストを送信することにより、ＤＢサー
バ１５から各種データを取得したり、ＤＢサーバ１５に保持されている各種データを更新
したりする。
【００２９】
　ＤＢサーバ１５は、各種情報を記憶する。図１に示した例において、ＤＢサーバ１５は
、ＡＰサーバ１４からデータベースへのアクセス要求を受信し、データベースへのアクセ
スを制御する。具体的には、ＤＢサーバ１５は、ＡＰサーバ１４から受信したリクエスト
に応じて、データベースを参照または更新し、参照結果や更新結果を含むレスポンスをＡ
Ｐサーバ１４へ送信する。
【００３０】
　このような構成の下、実施例１に係るシナリオ作成装置１００は、テスト担当者によっ
て情報処理システム１のテストが実施された場合に、かかるテストを再現するためのテス
ト用のシナリオを作成する。
【００３１】
　具体的には、シナリオ作成装置１００は、テスト担当者によって情報処理システム１の
テストが実施された場合に、テスト端末１１や各サーバ間で送受される各種メッセージを
収集する。図１に示した例では、シナリオ作成装置１００は、負荷分散装置１２が接続さ
れているルータ２２からポートモニタリング（キャプチャと表現される場合もある）機能
を利用して、テスト端末１１と負荷分散装置１２との間で送受されるメッセージや、負荷
分散装置１２とＷｅｂサーバ１３との間で送受されるメッセージを収集する。また、シナ
リオ作成装置１００は、ＡＰサーバ１４が接続されているルータ２４からポートモニタリ
ング機能を利用して、Ｗｅｂサーバ１３とＡＰサーバ１４との間で送受されるメッセージ
や、ＡＰサーバ１４とＤＢサーバ１５との間で送受されるメッセージを収集する。
【００３２】
　続いて、シナリオ作成装置１００は、収集したメッセージのうち、関連するメッセージ
を関連付けて記憶する。ここで言う「関連するメッセージ」とは、所定のリクエストやレ
スポンスに応じて各サーバ間で送受されたリクエストやレスポンスを示す。
【００３３】
　例えば、負荷分散装置１２からＷｅｂサーバ１３へリクエストＲｅｑ１が送信され、か
かるリクエストＲｅｑ１に応じてＷｅｂサーバ１３からＡＰサーバ１４へリクエストＲｅ
ｑ２が送信された場合、リクエストＲｅｑ１およびＲｅｑ２は関連する。また、リクエス
トＲｅｑ２に応じてＡＰサーバ１４からＤＢサーバ１５へリクエストＲｅｑ３が送信され
、かかるリクエストＲｅｑ３に応じてＤＢサーバ１５からＡＰサーバ１４へレスポンスＲ
ｅｓ１が送信されたものとする。かかる場合、リクエストＲｅｑ１およびＲｅｑ２および
Ｒｅｑ３、レスポンスＲｅｓ１は関連する。
【００３４】
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　なお、以下では、テスト端末１１から負荷分散装置１２へリクエストが送信されてから
、かかるリクエストに応じて負荷分散装置１２からテスト端末１１へレスポンスが送信さ
れるまでの間を「トランザクション」と呼ぶこととする。また、以下では、シナリオ作成
装置１００によって関連付けされた同一トランザクション内のメッセージ群を「業務モデ
ル」と呼ぶこととする。
【００３５】
　続いて、シナリオ作成装置１００は、生成した業務モデルを、ＤＢサーバ１５へアクセ
スを開始した時刻の昇順にソートする。そして、シナリオ作成装置１００は、ソートした
業務モデルに基づいてシナリオを作成する。
【００３６】
　図２４に示した例を用いて説明すると、シナリオ作成装置１００は、テストＴ１１が実
施された場合に、ステップＳ１１、Ｓ１２、Ｓ１７、Ｓ１８、Ｓ２１、Ｓ２２において送
受されたメッセージを収集する。そして、シナリオ作成装置１００は、収集したメッセー
ジを関連付けて業務モデルＭ１を生成する。また、シナリオ作成装置１００は、テストＴ
１２が実施された場合に、ステップＳ１３、Ｓ１４、Ｓ１５、Ｓ１６、Ｓ１９、Ｓ２０に
おいて送受されたメッセージを収集し、業務モデルＭ２を生成する。
【００３７】
　そして、シナリオ作成装置１００は、テストＴ１１よりもテストＴ１２の方が先にＤＢ
サーバ１５にアクセスを開始しているので、業務モデルＭ２、業務モデルＭ１の順にソー
トする。そして、シナリオ作成装置１００は、ソートした業務モデルＭ２、Ｍ１に基づい
てシナリオを作成する。
【００３８】
　このようにして作成されたシナリオは、テストＴ１１、テストＴ１２の順にテストを実
施するテストデータとなる。具体的には、テスト端末１１によって上記シナリオが実行さ
れた場合、まず、業務モデルＭ２が実行され、続いて、業務モデルＭ１が実行される。す
なわち、業務モデルＭ１は、業務モデルＭ２によってＤＢサーバ１５にアクセスされた後
に、ＤＢサーバ１５にアクセスすることになる。このため、テスト端末１１は、情報処理
システム１が正常に動作している場合に上記シナリオを実行すると、テストＴ１１および
Ｔ１２が行われた際に受信したレスポンスと同一のレスポンスをＷｅｂサーバ１３から受
信することができる。このため、テスト端末１１は、シナリオ作成装置１００によって生
成されたシナリオを用いて、テストの合否判定を正しく行うことができる。
【００３９】
　このように、実施例１に係るシナリオ作成装置１００は、各サーバ間で送受されるメッ
セージを収集し、同一のトランザクション内で送受されたメッセージを関連付けて業務モ
デルを生成する。そして、シナリオ作成装置１００は、生成した業務モデルを、ＤＢサー
バ１５へのアクセス開始時刻の昇順にソートすることによりシナリオを作成する。
【００４０】
　すなわち、シナリオ作成装置１００は、テスト担当者によるテスト実施時におけるＤＢ
サーバ１５へのアクセス順序と、シナリオ実行時におけるＤＢサーバ１５へのアクセス順
序とが同一になるように、シナリオを生成する。これにより、シナリオ作成装置１００に
よって生成されたシナリオは、テストの合否判定を正しく行うことができる。
【００４１】
　なお、実施例１に係るシナリオ作成装置１００は、上述した処理以外にも種々の処理を
行う。例えば、シナリオ作成装置１００は、業務モデルをソートした後に、並行して実施
しても問題が発生しない業務モデルを多重化してシナリオを作成する。一例を挙げて説明
すると、図２４に示した例において、テストＴ１１においてアクセスされるデータベース
のテーブルと、テストＴ１２においてアクセスされるテーブルとが異なる場合、テストＴ
１１とテストＴ１２とは、並行して実施されても問題ない。かかる場合、シナリオ作成装
置１００は、テストＴ１１に対応する業務モデルと、テストＴ１２に対応する業務モデル
とを多重化してシナリオを作成する。以下に、シナリオ作成装置１００の構成を説明する
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とともに、かかる多重化処理等を含めた各種処理について具体的に説明する。
【００４２】
［実施例１に係るシナリオ作成装置の構成］
　次に、図２を用いて、実施例１に係るシナリオ作成装置１００の構成について説明する
。図２は、実施例１に係るシナリオ作成装置１００の構成例を示す図である。図２に示し
た例において、シナリオ作成装置１００は、インタフェース（以下、「ＩＦ」と言う）部
１１０と、入力部１２０と、出力部１３０と、制御部１４０と、業務モデル記憶部１５１
と、シナリオ記憶部１５２とを有する。
【００４３】
　ＩＦ部１１０は、外部装置との間で各種データを送受する。図１に示した例では、シナ
リオ作成装置１００のＩＦ部１１０は、負荷分散装置１２が接続されているルータ２２お
よびＡＰサーバ１４が接続されているルータ２４からポートモニタリング機能を利用して
、各サーバ間で送受されるメッセージを受信する。
【００４４】
　入力部１２０は、各種情報や操作指示を入力するための入力デバイスであり、例えば、
キーボードやマウスである。テスト担当者は、入力部１２０を操作することにより、テス
トを行う。出力部１３０は、各種情報を出力する出力デバイスであり、例えば、液晶ディ
スプレイやスピーカである。テスト担当者は、例えば、出力部１３０に表示される情報を
確認することで、テストの合否判定を行う。
【００４５】
　制御部１４０は、制御プログラム、各種の処理手順などを規定したプログラムおよび所
要データを格納するための内部メモリを有し、シナリオ作成装置１００を全体制御する。
実施例１における制御部１４０は、図２に示した例のように、収集部１４１と、関連付け
部１４２と、ソート部１４３と、入替部１４４と、多重化部１４５と、シナリオ作成部１
４６とを有する。
【００４６】
　収集部１４１は、テスト担当者によって情報処理システム１の動作検証が行われている
場合に、各サーバ間で送受されるメッセージを収集する。具体的には、収集部１４１は、
テスト端末１１によって負荷分散装置１２へリクエストが送信された場合に、負荷分散装
置１２やＷｅｂサーバ１３などのサーバ間で送受される各種メッセージを、ＩＦ部１１０
を介して収集する。
【００４７】
　図３を用いて、収集部１４１によるメッセージ収集処理を説明する。図３は、収集部１
４１によるメッセージ収集処理の一例を示す図である。図３に示した例では、テスト端末
１１ａ～１１ｃを用いてテストが行われている。図３に示すように、テスト端末１１ａ～
１１ｃを用いてテストが行われている場合、テスト端末１１ａ～１１ｃから負荷分散装置
１２へリクエストが送信される。これにより、負荷分散装置１２とＷｅｂサーバ１３との
間や、Ｗｅｂサーバ１３とＡＰサーバ１４との間や、ＡＰサーバ１４とＤＢサーバ１５と
の間において、リクエストやレスポンスが送受される。収集部１４１は、各サーバ間で送
受されるリクエストやレスポンスを収集し、キャプチャデータとして保持する。
【００４８】
　ここで、図４を用いて、収集部１４１によって収集されるメッセージについて説明する
。図４は、収集部１４１によって収集されるメッセージの一例を示す図である。図４に示
した例のように、収集部１４１は、負荷分散装置１２からＷｅｂサーバ１３へ送信される
リクエストとして、例えば、ＨＴＴＰリクエストや、ＨＴＴＰリクエストが送信された時
刻（タイムスタンプ）などを収集する。また、収集部１４１は、Ｗｅｂサーバ１３から負
荷分散装置１２へ送信されるレスポンスとして、例えば、ＨＴＴＰレスポンスや、ＨＴＴ
Ｐレスポンスが送信されたタイムスタンプ、ＨＴＴＰステータスコードなどを収集する。
【００４９】
　また、図４に示すように、収集部１４１は、Ｗｅｂサーバ１３からＡＰサーバ１４へ送
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信されるリクエストとして、例えば、アプリケーションを識別する情報を含むメッセージ
や、タイムスタンプなどを収集する。また、収集部１４１は、ＡＰサーバ１４からＷｅｂ
サーバ１３へ送信されるレスポンスとして、例えば、戻り値や、タイムスタンプなどを収
集する。
【００５０】
　また、図４に示すように、収集部１４１は、ＡＰサーバ１４からＤＢサーバ１５へ送信
されるリクエストとして、例えば、ＳＱＬ文や、制御文、タイムスタンプなどを収集する
。また、収集部１４１は、ＤＢサーバ１５からＡＰサーバ１４へ送信されるレスポンスと
して、例えば、ＳＱＬの実行結果や、戻り値、タイムスタンプなどを収集する。
【００５１】
　図２の説明に戻って、関連付け部１４２は、収集部１４１によって収集されたメッセー
ジのうち、同一トランザクション内で送受されたメッセージを関連付けて業務モデルを生
成する。また、関連付け部１４２は、生成した業務モデルに対して、ＤＢサーバ１５への
処理態様を識別するための属性を付与する。そして、関連付け部１４２は、属性を付与し
た業務モデルを業務モデル記憶部１５１に記憶させる。
【００５２】
　図５および図６を用いて、関連付け部１４２による関連付け処理について説明する。図
５および図６は、関連付け部１４２による関連付け処理の一例を示す図である。図５に例
示した各メッセージは、同一トランザクション内で送受されたものとする。かかる場合、
関連付け部１４２は、負荷分散装置１２とＷｅｂサーバ１３との間で送受されたメッセー
ジと、Ｗｅｂサーバ１３とＡＰサーバ１４との間で送受されたメッセージと、ＡＰサーバ
１４とＤＢサーバ１５との間で送受されたメッセージとを関連付ける。
【００５３】
　図６に示した例を用いて説明する。図６に示した例では、テスト端末１１は、負荷分散
装置１２を介して、Ｗｅｂサーバ１３へリクエストＲｅｑ１１を送信している。また、Ｗ
ｅｂサーバ１３は、負荷分散装置１２を介して、テスト端末１１へレスポンスＲｅｓ１１
を送信している。図６に示した例では、テスト端末１１からリクエストＲｅｑ１１が送信
されてから、テスト端末１１へレスポンスＲｅｓ１１が送信されるまでの間が１個のトラ
ンザクションとなる。
【００５４】
　かかる場合に、関連付け部１４２は、図６に示したリクエストＲｅｑ１１～Ｒｅｑ１６
と、レスポンスＲｅｓ１１～Ｒｅｓ１６を関連付けて業務モデルを生成する。そして、関
連付け部１４２は、生成した業務モデルに属性を付与して業務モデル記憶部１５１に記憶
させる。
【００５５】
　ここで、業務モデルに付与される属性について補足説明する。実施例１において、関連
付け部１４２は、ＤＢサーバ１５に対して更新処理を行う業務モデルに対して、属性「更
新系」を付与する。また、関連付け部１４２は、ＤＢサーバ１５に対して更新処理を行わ
ず、かつ、共有ロックを伴う参照処理を行う業務モデルに対して、属性「参照系（共有）
」を付与する。また、関連付け部１４２は、ＤＢサーバ１５に対して共有ロックを伴わな
い参照処理だけを行う業務モデルに対して、属性「参照系（ロックなし）」を付与する。
【００５６】
　例えば、業務モデルＭ３において更新処理と参照処理とが行われる場合、関連付け部１
４２は、業務モデルＭ３に属性「更新系」を付与する。また、例えば、業務モデルＭ４に
おいて共有ロックを伴う参照処理と、共有ロックを伴わない参照処理とが行われる場合、
関連付け部１４２は、業務モデルＭ４に属性「参照系（共有）」を付与する。また、例え
ば、業務モデルＭ５において共有ロックを伴わない参照処理だけが行われる場合、関連付
け部１４２は、業務モデルＭ５に属性「参照系（ロックなし）」を付与する。
【００５７】
　図７－１～図７－３を用いて、上述した「更新系」、「参照系（共有ロック）」、「参
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照系（ロックなし）」について簡単に説明する。図７－１は、更新処理時の排他制御を説
明するための図である。また、図７－２は、共有ロックを伴う参照処理時の排他制御を説
明するための図である。また、図７－３は、共有ロックを伴わない参照処理時の排他制御
を説明するための図である。
【００５８】
　図７－１に示すように、任意のトランザクションは、テーブルに対して更新処理を行う
場合、排他ロック（EXCLUSIVE　LOCK）を取得する。実施例１では、任意のトランザクシ
ョンによって排他ロックが取得されている場合、他のトランザクションは、同一のテーブ
ルに対して、参照処理および更新処理を行うことができないものとする。
【００５９】
　また、図７－２に示すように、任意のトランザクションは、テーブルに対して参照処理
を行う場合、共有ロック（SHARED　LOCK）を取得することができる。実施例１では、任意
のトランザクションによって共有ロックが取得されている場合、他のトランザクショは、
同一のテーブルに対して、参照処理を行うことができるが、更新処理を行うことができな
いものとする。
【００６０】
　また、図７－３に示すように、任意のトランザクションは、テーブルに対して参照処理
を行う場合、ロックを取得しないこともできる。実施例１では、任意のトランザクション
によってロックが取得されずに参照処理が行われている場合、他のトランザクションは、
同一のテーブルに対して、参照処理および更新処理を行うことができるものとする。
【００６１】
　図２の説明に戻って、ソート部１４３は、関連付け部１４２によって生成された業務モ
デルを、ＤＢサーバ１５へのアクセスを開始した時刻の昇順にソートする。具体的には、
ソート部１４３は、業務モデル記憶部１５１から業務モデルを取得して、取得した業務モ
デルを結合する。そして、ソート部１４３は、結合した業務モデルを、ＤＢサーバ１５へ
のアクセス開始時刻の昇順にソートする。
【００６２】
　図８－１および図８－２を用いて、ソート部１４３によるソート処理について説明する
。図８－１および図８－２は、ソート部１４３によるソート処理の一例を示す図である。
図８－１の上段は、３個の業務モデルＭ１１～Ｍ１３を示している。これは、１回のテス
トにおいて３個のトランザクションが発生した例を示している。また、図８－１の下段は
、２個の業務モデルＭ２１およびＭ２２を示している。これは、１回のテストにおいて２
個のトランザクションが発生した例を示している。
【００６３】
　なお、図８－１に示した例において、業務モデルの矩形内に示した「（Ｘ表更新）」は
、業務モデルにおいて、テーブルＸに対して更新処理が行われることを示している。また
、業務モデルの矩形内に示した「（Ｘ表共有）」は、業務モデルにおいて、テーブルＸに
対して共有ロックを伴う参照処理が行われることを示している。また、業務モデルの矩形
内に示した「（Ｘ表参照）」は、業務モデルにおいて、テーブルＸに対して共有ロックを
伴わない参照処理が行われることを示している。また、業務モデルの矩形内に示した「開
始」よりも後の部分に示した数値は、ＤＢサーバ１５へのアクセスを開始した時刻を示し
、「終了」よりも後の部分に示した数値は、ＤＢサーバ１５へのアクセスを終了した時刻
を示す。
【００６４】
　すなわち、図８－１に示した業務モデルＭ１１は、テーブルＡに対して参照処理を行い
、「１２時００分００秒」にＤＢサーバ１５へのアクセスを開始し、「１２時００分０１
秒」にＤＢサーバ１５へのアクセスを終了したことを示している。また、図８－１に示し
た業務モデルＭ１２は、テーブルＢに対して更新処理を行い、「１２時０２分００秒」に
ＤＢサーバ１５へのアクセスを開始し、「１２時０２分０１秒」にＤＢサーバ１５へのア
クセスを終了したことを示している。
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【００６５】
　ここで、業務モデル記憶部１５１に、図８－１に示した業務モデルＭ１１～Ｍ１３、Ｍ
２１およびＭ２２が記憶されているものとする。かかる場合に、ソート部１４３は、図８
－２に示す例のように、業務モデル記憶部１５１から取得した業務モデルＭ１１～Ｍ１３
、Ｍ２１およびＭ２２をマージした後に、業務モデルＭ１１、Ｍ１２、Ｍ２１、Ｍ２２、
Ｍ１３の順にソートする。これにより、業務モデルＭ１１、Ｍ１２、Ｍ２１、Ｍ２２、Ｍ
１３は、ＤＢサーバ１５へのアクセス開始時刻の昇順に並び替えられる。
【００６６】
　図２の説明に戻って、入替部１４４は、後述する多重化部１４５によって多重化処理が
効率的に行われることを目的として、属性が同一である業務モデル同士が隣接するように
、ソート部１４３によってソートされた業務モデルの順序を入れ替える。具体的には、入
替部１４４は、参照系の業務モデル同士を隣接させ、かつ、更新系の業務モデル同士を隣
接させる。このとき、入替部１４４は、更新系の業務モデルの後に、かかる更新系の業務
モデルによって更新されるテーブルを参照する参照系の業務モデルが配置されている場合
には、更新系の業務モデルと参照系の業務モデルとの順序を入れ替えない。
【００６７】
　実施例１において、入替部１４４は、隣接交換法を用いて、隣り合う２個の業務モデル
を比較しながら、業務モデルの順序を入れ替える。具体的には、入替部１４４は、アクセ
ス開始時刻が現在時刻に近い業務モデルから入替処理を行うものとする。例えば、入替部
１４４は、図８－２に示した業務モデルに対して入替処理を行う場合、まず、最後尾に配
置されている業務モデルＭ１３と、最後から２番目に配置されている業務モデルＭ２２と
を比較する。続いて、入替部１４４は、最後から２番目と３番目に配置されている業務モ
デルを比較し、続いて、最後から３番目と４番目に配置されている業務モデルを比較する
。
【００６８】
　図９に、入替部１４４によって業務モデルが入れ替えられる条件を示す。図９の例は、
参照系の業務モデルを、更新系の業務モデルよりも前に配置する条件を示している。図９
に示した例において、「現在の業務モデル」は、比較対象の２個の業務モデルのうち、後
方に配置されている業務モデルを示し、「直前の業務モデル」は、比較対象の２個の業務
モデルのうち、前方に配置されている業務モデルを示す。言い換えれば、「現在の業務モ
デル」は、比較対象の２個の業務モデルのうち、現在時刻に近い業務モデルを示す。また
、図９に示した例において、「参照先／更新先テーブル」は、「現在の業務モデル」と、
「直前の業務モデル」とにおいて参照または更新されるテーブルが同一であるか否かを示
す。
【００６９】
　例えば、入替部１４４は、図９に示すように、現在の業務モデルの属性が「更新系」で
ある場合、直前の業務モデルの属性に関わらず、比較対象の業務モデルを入れ替えない。
これは、上述したように、図９に示した例は、参照系の業務モデルを、更新系の業務モデ
ルよりも前に配置するための条件であるからである。
【００７０】
　また、例えば、入替部１４４は、図９に示すように、現在の業務モデルの属性が「参照
系」であり、直前の業務モデルの属性が「更新系」である場合、双方の業務モデルの「参
照先／更新先テーブル」が同一であるか否かを判定する。そして、双方の業務モデルの更
新先テーブルが同一である場合、入替部１４４は、双方の業務モデルを入れ替えない。
【００７１】
　これは、同一のテーブルに対してアクセスする業務モデルが「更新系、参照系」の順に
整列している場合、双方の業務モデルは、かかる順に処理することが求められるからであ
る。例えば、テーブルＡに対して更新処理を行う業務モデルＭ６の後に、テーブルＡに対
して参照処理を行う業務モデルＭ７が配置されている場合、業務モデルＭ７は、業務モデ
ルＭ６によってテーブルＡが更新された後に実行されることが求められる。したがって、
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入替部１４４は、上記例の場合には、業務モデルＭ６およびＭ７の順序を入れ替えない。
【００７２】
　一方、上記例において、双方の業務モデルの「参照先／更新先テーブル」が異なる場合
、入替部１４４は、双方の業務モデルを入れ替える。これは、上述したように、実施例１
における入替部１４４は、参照系の業務モデルを、更新系の業務モデルよりも前に配置す
るからである。
【００７３】
　ここで、図１０を用いて、入替部１４４による入替処理について説明する。図１０は、
入替部１４４による入替処理の一例を示す図である。図１０の上段は、ソート部１４３に
よってソートされた業務モデルの例を示す。なお、図１０の上段に示した業務モデルは、
図８－２に示した業務モデルと同様である。入替部１４４は、図１０の上段に例示した業
務モデルを、図９に示した条件にしたがって入れ替える。具体的には、入替部１４４は、
図１０の下段に示すように、業務モデルＭ１１、Ｍ２１、Ｍ１２、Ｍ２２、Ｍ１３の順に
入れ替える。このように、入替部１４４は、図９に示した条件にしたがって、ソート部１
４３によってソートされた業務モデルの順序を入れ替える。
【００７４】
　図２の説明に戻って、多重化部１４５は、入替部１４４によって入替処理が行われた業
務モデルを多重化する。具体的には、多重化部１４５は、入替部１４４によって入替処理
が行われた業務モデルのうち、並行して実行してもよい業務モデルを並列に並び替える。
実施例１において、多重化部１４５は、隣接交換法を用いて、隣り合う２個の業務モデル
を比較しながら、業務モデルの順序を入れ替える。具体的には、多重化部１４５は、入替
部１４４によって入替処理が行われた業務モデルのうち、後方に配置されている業務モデ
ルから多重化処理を行う。
【００７５】
　図１１に、多重化部１４５によって業務モデルが多重化される条件を示す。多重化部１
４５は、図１１に示した条件にしたがって、入替部１４４によって入れ替えされた業務モ
デルを多重化する。
【００７６】
　例えば、多重化部１４５は、図１１に示すように、比較対象の２個の業務モデルの「参
照先／更新先テーブル」が異なる場合に、かかる２個の業務モデルを並列に並び替える。
これは、２個の業務モデルの「参照先／更新先テーブル」が異なる場合、かかる２個の業
務モデルを並行して実行してもよいからである。
【００７７】
　また、多重化部１４５は、図１１に示すように、比較対象の２個の業務モデルが共に「
参照系」である場合に、「参照先／更新先テーブル」が同一であるか否かに関わらず、比
較対象の２個の業務モデルを並列に並び替える。これは、２個の業務モデルが「参照系」
である場合、「参照先／更新先テーブル」が同一であるか否かに関わらず、かかる２個の
業務モデルを並行して実行してもよいからである。
【００７８】
　ここで、図１２－１を用いて、多重化部１４５による多重化処理について説明する。図
１２－１は、多重化部１４５による多重化処理の一例を示す図である。図１２－１の上段
は、入替部１４４によって入替処理が行われた業務モデルの例を示す。なお、図１２－１
の上段に示した業務モデルは、図１０の下段に示した業務モデルと同様である。
【００７９】
　多重化部１４５は、図１２－１の上段に例示した業務モデルを、図１１に示した条件に
したがって入れ替える。具体的には、多重化部１４５は、図１２－１の下段に示すように
、業務モデルＭ１１、Ｍ２１およびＭ１２を並列に並び替え、また、業務モデルＭ２２お
よびＭ１３を並列に並び替える。図１２－１の下段に示した業務モデルは、業務モデルＭ
１１、Ｍ２１およびＭ１２が並行に実行され、業務モデルＭ２２およびＭ１３が並行に実
行されることを示している。
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【００８０】
　また、多重化部１４５は、上述した多重化処理の他に、同期処理を行うことを示す情報
（以下、「同期情報」と言う）を付与する処理を行う。具体的には、多重化部１４５は、
図１１の備考に示した条件を満たす場合に、同期情報を付与する処理を行う。
【００８１】
　かかる処理について例を挙げて説明する。例えば、隣接する２個の業務モデルが、「業
務モデルＭ８、業務モデルＭ９」の順に配置されているものとする。そして、業務モデル
Ｍ８が参照系であり、業務モデルＭ９が更新系であるものとする。かかる場合に、多重化
部１４５は、業務モデルＭ８の実行が終了した後に、業務モデルＭ９が実行されるように
、業務モデルＭ８と業務モデルＭ９との間に、同期情報を付与する。これは、参照系の業
務モデルＭ８が実行されている途中で、業務モデルＭ９が実行されることを防止するため
である。
【００８２】
　図１２－２を用いて、多重化部１４５による同期情報付与処理について説明する。図１
２－２は、多重化部１４５による同期情報付与処理の一例を示す図である。図１２－２の
上段は、入替部１４４によって入替処理が行われた業務モデルの例を示す。なお、図１２
－２に示した業務モデルのうち、業務モデルＭ３１～Ｍ３７およびＭ３９は、全て同一の
テーブルに対して参照または更新を行うものとする。また、すなわち、図１２－２に示し
た業務モデルのうち、業務モデルＭ３８は、業務モデルＭ３１～Ｍ３７およびＭ３９と異
なるテーブルに対して更新処理を行う。
【００８３】
　かかる場合に、多重化部１４５は、図１１に示した条件にしたがって、図１２－２の上
段に例示した業務モデルを、図１２－２の下段に示すように、業務モデルを並び替える。
そして、多重化部１４５は、業務モデルＭ３１～Ｍ３３と、業務モデルＭ３４との間に、
同期情報を付与する。すなわち、多重化部１４５は、業務モデルＭ３１～Ｍ３３の実行が
終了するまで、業務モデルＭ３４を実行させないことを示す同期情報を付与する。これに
より、多重化部１４５は、業務モデルＭ３１～Ｍ３３の実行が終了する前に、業務モデル
Ｍ３４が実行されることを防止することができる。
【００８４】
　また、多重化部１４５は、業務モデルＭ３５およびＭ３６と、業務モデルＭ３７および
Ｍ３８との間に、同期情報を付与する。これにより、多重化部１４５は、業務モデルＭ３
５およびＭ３６の実行が終了する前に、業務モデルＭ３７およびＭ３８が実行されること
を防止することができる。
【００８５】
　図２の説明に戻って、シナリオ作成部１４６は、多重化部１４５によって多重化処理が
行われた業務モデルに基づいてシナリオを作成し、作成したシナリオをシナリオ記憶部１
５２に格納する。シナリオ作成部１４６によって作成されたシナリオは、テスト担当者に
よってテストが行われた際にＤＢサーバ１５へアクセスされた順序と同一の順序でＤＢサ
ーバ１５へアクセスを行う。このため、シナリオ作成部１４６によって作成されたシナリ
オは、テストの合否判定を正しく行うことができる。また、シナリオ作成部１４６によっ
て作成されたシナリオは、図１１に示した条件を満たす業務モデルが並行して実行される
。このため、シナリオ作成部１４６によって作成されたシナリオは、テストを実行する時
間を短くすることができる。
【００８６】
　なお、シナリオ作成部１４６は、テストを実行する時間を短くすることが求められてい
ない場合などには、ソート部１４３によってソートされた業務モデルに基づいてシナリオ
を作成してもよい。
【００８７】
［シナリオ作成処理手順］
　次に、図１３を用いて、シナリオ作成装置１００によるシナリオ作成処理の手順につい



(15) JP 5304449 B2 2013.10.2

10

20

30

40

50

て説明する。図１３は、シナリオ作成装置１００によるシナリオ作成処理手順を示すフロ
ーチャートである。
【００８８】
　図１３に示すように、テスト担当者によって情報処理システム１の動作検証が行われて
いる場合に（ステップＳ１１肯定）、シナリオ作成装置１００の収集部１４１は、各サー
バ間で送受されるメッセージを収集する（ステップＳ１２）。
【００８９】
　続いて、関連付け部１４２は、収集部１４１によって収集されたメッセージのうち、同
一トランザクション内で送受されたメッセージを関連付けて業務モデルを生成する（ステ
ップＳ１３）。
【００９０】
　続いて、ソート部１４３は、ソート処理を行う（ステップＳ１４）。具体的には、ソー
ト部１４３は、関連付け部１４２によって生成された業務モデルを、ＤＢサーバ１５への
アクセスを開始した時刻の昇順にソートする。なお、ソート部１４３によるソート処理に
ついては、図１４を用いて後述する。
【００９１】
　続いて、入替部１４４は、入替処理を行う（ステップＳ１５）。具体的には、入替部１
４４は、属性が同一である業務モデル同士が隣接するように、ソート部１４３によってソ
ートされた業務モデルの順序を入れ替える。なお、入替部１４４による入替処理について
は、図１５および図１６を用いて後述する。
【００９２】
　続いて、多重化部１４５は、多重化処理を行う（ステップＳ１６）。具体的には、多重
化部１４５は、入替部１４４によって入替処理が行われた業務モデルを多重化する。なお
、多重化部１４５による多重化処理については、図１７～図２１を用いて後述する。
【００９３】
　そして、シナリオ作成部１４６は、多重化部１４５によって多重化処理が行われた業務
モデルに基づいてシナリオを作成し、作成したシナリオをシナリオ記憶部１５２に格納す
る（ステップＳ１７）。
【００９４】
［ソート処理手順］
　次に、図１４を用いて、図１３のステップＳ１４に示したソート処理の手順について説
明する。図１４は、ソート部１４３によるソート処理手順を示すフローチャートである。
なお、以下では、図８－１および図８－２に示した例を用いながら説明する。
【００９５】
　まず、図１４に示した例において、ソート部１４３は、業務モデル記憶部１５１に記憶
されている業務モデルを結合した後に、結合した業務モデルを配列Ｚ（ｉ）に代入する。
例えば、業務モデル記憶部１５１が図８－１に示した状態である場合、ソート部１４３は
、Ｚ（１）～Ｚ（５）に、それぞれ業務モデルＭ２２、Ｍ２１、Ｍ１３、Ｍ１２、Ｍ１１
を代入する。
【００９６】
　そして、ソート部１４３は、図１４に示すように、変数ｎに要素数を代入する（ステッ
プＳ１０１）。ここで言う「要素数」とは、業務モデル記憶部１５１に記憶されている業
務モデルの数を示す。例えば、業務モデル記憶部１５１が図８－１に示した状態である場
合、業務モデルの数は「５」であるので、ソート部１４３は、ｎに「５」を代入する。
【００９７】
　続いて、ソート部１４３は、条件「ｎ≦１」が満たされるまで、ステップＳ１０２～Ｓ
１１０における処理手順を繰り返し行う。ここでは、「ｎ＝５」であるため、条件「ｎ≦
１」を満たしていない。したがって、ソート部１４３は、変数ｉに「１」を代入する（ス
テップＳ１０３）。
【００９８】
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　そして、ソート部１４３は、条件「ｉ＝ｎ」が満たされるまで、ステップＳ１０４～Ｓ
１０８における処理手順を繰り返し行う。ここでは、「ｎ＝５」、かつ、「ｉ＝１」であ
るので、条件「ｉ＝ｎ」を満たしていない。したがって、ソート部１４３は、Ｚ（ｉ）の
業務モデルにおけるＤＢサーバ１５へのアクセス開始時刻と、Ｚ（ｉ＋１）の業務モデル
におけるＤＢサーバ１５へのアクセス開始時刻とを比較する（ステップＳ１０５）。
【００９９】
　そして、Ｚ（ｉ）におけるアクセス開始時刻が、Ｚ（ｉ＋１）におけるアクセス開始時
刻以下である場合、ソート部１４３は、Ｚ（ｉ）に代入されている業務モデルと、Ｚ（ｉ
＋１）に代入されている業務モデルとを入れ替える（ステップＳ１０６）。具体的には、
ソート部１４３は、図１４に示すように、Ｚ（ｉ）に代入されている業務モデルを、ワー
ク変数ｗに代入した後に、Ｚ（ｉ＋１）に代入されている業務モデルをＺ（ｉ）に代入し
、ワーク変数ｗに代入した業務モデルをＺ（ｉ＋１）に代入する。
【０１００】
　なお、本明細書において、「時刻Ａが時刻Ｂよりも大きい」と表記する場合、時刻Ａが
時刻Ｂよりも現在時刻に近い時刻であることを示すものとする。言い換えれば、「時刻Ａ
が時刻Ｂよりも小さい」と表記する場合、時刻Ａが時刻Ｂよりも過去であることを示す。
【０１０１】
　一方、Ｚ（ｉ）におけるアクセス開始時刻が、Ｚ（ｉ＋１）におけるアクセス開始時刻
よりも大きい場合、ソート部１４３は、Ｚ（ｉ）に代入されている業務モデルと、Ｚ（ｉ
＋１）に代入されている業務モデルとを入れ替えない。
【０１０２】
　ここでは、「ｉ＝１」であるので、ソート部１４３は、Ｚ（１）とＺ（２）とを比較す
る。すなわち、上記例の場合、ソート部１４３は、業務モデルＭ２２のアクセス開始時刻
と、業務モデルＭ２１のアクセス開始時刻とを比較する。図８－１に示すように、業務モ
デルＭ２２のアクセス開始時刻は、業務モデルＭ２１のアクセス開始時刻よりも大きいの
で、ソート部１４３は、業務モデルＭ２２と、業務モデルＭ２１との順序を入れ替えない
。
【０１０３】
　続いて、ソート部１４３は、変数ｉをインクリメントする（ステップＳ１０７）。ここ
では、ソート部１４３は、変数ｉを「２」に更新する。すなわち、「ｎ＝５」、かつ、「
ｉ＝２」であるので、ステップＳ１０４における条件「ｉ＝ｎ」を満たしていない。した
がって、ソート部１４３は、ステップＳ１０５～Ｓ１０７における処理を行う。具体的に
は、ソート部１４３は、Ｚ（２）とＺ（３）とを比較する。
【０１０４】
　すなわち、上記例の場合、ソート部１４３は、業務モデルＭ２１のアクセス開始時刻と
、業務モデルＭ１３のアクセス開始時刻とを比較する。図８－１に示すように、業務モデ
ルＭ２１のアクセス開始時刻は、業務モデルＭ１３のアクセス開始時刻以下であるので、
ソート部１４３は、業務モデルＭ２１と、業務モデルＭ１３との順序を入れ替える。
【０１０５】
　このように、ソート部１４３は、ステップＳ１０４における条件「ｉ＝ｎ」が満たされ
るまで、ステップＳ１０４～Ｓ１０８における処理手順を繰り返し行う。そして、条件「
ｉ＝ｎ」を満たした場合、ソート部１４３は、変数ｎをデクリメントする（ステップＳ１
０９）。そして、ソート部１４３は、ステップＳ１０２における条件「ｎ≦１」が満たさ
れるまで、ステップＳ１０２～Ｓ１１０における処理手順を繰り返し行う。
【０１０６】
［入替処理手順］
　次に、図１５を用いて、図１３のステップＳ１５に示した入替処理の手順について説明
する。図１５は、入替部１４４による入替処理手順を示すフローチャートである。なお、
図１５では、図１０に示した例を用いながら説明する。また、図１５において、配列Ｚ（
ｉ）には、図１４に示した処理手順が実行された後の業務モデルが代入されているものと
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する。すなわち、ここでは、Ｚ（１）～Ｚ（５）には、それぞれ業務モデルＭ１３、Ｍ２
２、Ｍ２１、Ｍ１２、Ｍ１１が代入されている。
【０１０７】
　まず、入替部１４４は、図１５に示すように、変数ｎに要素数を代入する（ステップＳ
２０１）。上記例の場合、業務モデルの数は「５」であるので、入替部１４４は、ｎに「
５」を代入する。
【０１０８】
　続いて、入替部１４４は、条件「ｎ≦１」が満たされるまで、ステップＳ２０２～Ｓ２
１１における処理手順を繰り返し行う。ここでは、「ｎ＝５」であるため、条件「ｎ≦１
」を満たしていない。したがって、入替部１４４は、変数ｉに「１」を代入する（ステッ
プＳ２０３）。
【０１０９】
　そして、入替部１４４は、条件「ｉ＝ｎ」が満たされるまで、ステップＳ２０４～Ｓ２
０９における処理手順を繰り返し行う。ここでは、「ｎ＝５」、かつ、「ｉ＝１」である
ので、条件「ｉ＝ｎ」を満たしていない。したがって、入替部１４４は、Ｚ（ｉ）とＺ（
ｉ＋１）とを比較して入替判定処理を行う（ステップＳ２０５）。なお、入替部１４４に
より入替判定処理については図１６を用いて後述する。
【０１１０】
　入替判定処理の結果、「入替処理を行う」と判定した場合（ステップＳ２０６肯定）、
入替部１４４は、Ｚ（ｉ）に代入されている業務モデルと、Ｚ（ｉ＋１）に代入されてい
る業務モデルとを入れ替える（ステップＳ２０７）。具体的には、入替部１４４は、図１
５に示すように、Ｚ（ｉ）に代入されている業務モデルを、ワーク変数ｗに代入した後に
、Ｚ（ｉ＋１）に代入されている業務モデルをＺ（ｉ）に代入し、ワーク変数ｗに代入し
た業務モデルをＺ（ｉ＋１）に代入する。
【０１１１】
　入替判定処理の結果、「入替処理を行わない」と判定した場合（ステップＳ２０６否定
）、入替部１４４は、Ｚ（ｉ）に代入されている業務モデルと、Ｚ（ｉ＋１）に代入され
ている業務モデルとを入れ替えない。
【０１１２】
　続いて、入替部１４４は、変数ｉをインクリメントする（ステップＳ２０８）。ここで
は、入替部１４４は、変数ｉを「２」に更新する。すなわち、「ｎ＝５」、かつ、「ｉ＝
２」であるので、ステップＳ２０４における条件「ｉ＝ｎ」を満たしていない。したがっ
て、入替部１４４は、ステップＳ２０５～Ｓ２０８における処理を行う。
【０１１３】
　このように、入替部１４４は、ステップＳ２０４における条件「ｉ＝ｎ」が満たされる
まで、ステップＳ２０４～Ｓ２０８における処理手順を繰り返し行う。そして、条件「ｉ
＝ｎ」を満たした場合、入替部１４４は、変数ｎをデクリメントする（ステップＳ２１０
）。そして、入替部１４４は、ステップＳ２０２における条件「ｎ≦１」が満たされるま
で、ステップＳ２０２～Ｓ２１１における処理手順を繰り返し行う。
【０１１４】
［入替処理手順］
　次に、図１６を用いて、図１５のステップＳ２０５に示した入替判定処理の手順につい
て説明する。図１６は、入替部１４４による入替判定処理手順を示すフローチャートであ
る。なお、図１６では、図１５に示した例と同様に、配列Ｚ（ｉ）には、図１４に示した
処理手順が実行された後の業務モデルが代入されているものとする。
【０１１５】
　入替部１４４は、入替判定処理を行う場合、まず、Ｚ（ｉ）の業務モデルにおいて参照
または更新されるテーブルの名称を変数ＺＴ（ｉ）に代入する（ステップＳ３０１）。ま
た、入替部１４４は、Ｚ（ｉ＋１）の業務モデルにおいて参照または更新されるテーブル
の名称を変数ＺＴ（ｉ＋１）に代入する（ステップＳ３０１）。
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【０１１６】
　続いて、入替部１４４は、Ｚ（ｉ）の業務モデルが「更新系」である場合（ステップＳ
３０２肯定）、「入替処理を行わない」と判定する（ステップＳ３０３）。具体的には、
入替部１４４は、Ｚ（ｉ）とＺ（ｉ＋１）とを入れ替える処理を行わないと判定する。こ
れは、図９に示した条件のうち、「現在の業務モデルの属性」が「更新系」である場合を
示している。
【０１１７】
　一方、Ｚ（ｉ）の業務モデルが「更新系」でない場合（ステップＳ３０２否定）、入替
部１４４は、ＺＴ（ｉ）とＺＴ（ｉ＋１）とが等しいか否かを判定する（ステップＳ３０
４）。そして、ＺＴ（ｉ）とＺＴ（ｉ＋１）とが等しい場合（ステップＳ３０４肯定）、
入替部１４４は、「入替処理を行わない」と判定する（ステップＳ３０５）。これは、図
９に示した条件のうち、「現在の業務モデルの属性」が「参照系（共有）」または「参照
系（ロックなし）」であり、かつ、「参照先／更新先テーブル」が「同一」である場合を
示している。
【０１１８】
　一方、ＺＴ（ｉ）とＺＴ（ｉ＋１）とが異なる場合（ステップＳ３０４否定）、入替部
１４４は、「入替処理を行う」と判定する（ステップＳ３０６）。これは、図９に示した
条件のうち、「現在の業務モデルの属性」が「参照系（共有）」または「参照系（ロック
なし）」であり、かつ、「参照先／更新先テーブル」が「相違」である場合を示している
。
【０１１９】
　上記例を用いて説明すると、「ｉ＝１」である場合、Ｚ（ｉ）＝Ｚ（１）の業務モデル
は、業務モデルＭ１３であり、Ｚ（ｉ＋１）＝Ｚ（２）の業務モデルは、業務モデルＭ２
２である。図１０に示すように、業務モデルＭ１３の属性は、参照系（共有）である（ス
テップＳ３０２否定）。また、図１０に示すように、業務モデルＭ１３と業務モデルＭ２
２の「参照先／更新先テーブル」は、テーブルＢであるので、「同一」である（ステップ
Ｓ３０４肯定）。したがって、「ｉ＝１」である場合、入替部１４４は、業務モデルＭ１
３と業務モデルＭ２２とを入れ替える処理を行わないと判定する。
【０１２０】
［多重化処理手順］
　次に、図１７および図１８－１～図１８－４を用いて、図１３のステップＳ１６に示し
た多重化処理の手順について説明する。図１７は、多重化部１４５による多重化処理手順
を示すフローチャートである。図１８－１～図１８－４は、多重化部１４５による多重化
処理の一例を説明するための図である。
【０１２１】
　図１８－１には、多重化処理対象の業務モデルＭ１０１～Ｍ１２１を示す。図１８－１
に例示した業務モデルＭ１０１～Ｍ１２１は、入替部１４４によって入替処理が行われて
おり、それぞれＺ（１）～Ｚ（２１）に代入されている。
【０１２２】
　また、図１８－２には、多重化部１４５によって多重化処理が行われる場合に用いられ
る配列Ｙ（ｊ、ｋ）を示す。多重化部１４５は、配列Ｚ（ｉ）に代入されている業務モデ
ルを、配列Ｙ（ｊ、ｋ）に代入することにより多重化処理を行う。ここで、配列Ｙ（ｊ、
ｋ）のうち、同一の行（ｊ）に代入された業務モデルは、並行して実行されることを示す
。
【０１２３】
　また、図１８－３には、配列Ｘ（ｊ）を示す。かかる配列Ｘ（ｊ）は、配列Ｙ（ｊ、ｋ
）のうち、行（ｊ）に格納されている業務モデルの数を示す。また、図１８－４には、配
列Ｗ（ｊ）を示す。かかる配列Ｗ（ｊ）は、配列Ｙ（ｊ、ｋ）のうち、行（ｊ）において
同期処理を行うか否かを示す。
【０１２４】
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　なお、図１８－２に示した配列Ｙ（ｊ、ｋ）、図１８－３に示した配列Ｘ（ｊ）、図１
８－４に示した配列Ｗ（ｊ）は、多重化部１４５によって多重化処理が行われた後の状態
を示している。
【０１２５】
　以下に、図１８－１～図１８－４に示した例を用いながら、図１７に示した処理手順に
ついて説明する。なお、初期状態において、配列Ｙ（ｊ、ｋ）には、空であるものとする
。
【０１２６】
　まず、図１７に示すように、多重化部１４５は、初期化処理を行う（ステップＳ４０１
）。具体的には、多重化部１４５は、配列Ｘ（ｊ）および配列Ｗ（ｊ）に「０」を代入す
る。なお、多重化部１４５による初期化処理については、図１９を用いて後述する。
【０１２７】
　続いて、多重化部１４５は、変数ｎに要素数を代入し、変数ｉに「１」を代入する（ス
テップＳ４０２）。図１８－１に示した例では、業務モデルの数は「２１」であるので、
多重化部１４５は、ｎに「２１」を代入する。
【０１２８】
　続いて、多重化部１４５は、条件「ｎ≦１」が満たされるまで、ステップＳ４０３～Ｓ
４１７における処理手順を繰り返し行う。ここでは、「ｎ＝２１」であるので、条件「ｎ
≦１」を満たしていない。したがって、多重化部１４５は、変数ｊにｉを代入する（ステ
ップＳ４０４）。ここでは、「ｉ＝１」であるので、多重化部１４５は、変数ｊに「１」
を代入する。
【０１２９】
　続いて、多重化部１４５は、条件「ｊ＜１」が満たされるまで、ステップＳ４０５～Ｓ
４１３における処理手順を繰り返し行う。ここでは、「ｊ＝１」であるので、条件「ｊ＜
１」を満たしていない。したがって、多重化部１４５は、変数ｋにＸ（ｊ）を代入する（
ステップＳ４０６）。ここでは、「ｊ＝１」であり、「Ｘ（１）＝０」であるので、多重
化部１４５は、変数ｋに「０」を代入する。
【０１３０】
　続いて、多重化部１４５は、条件「ｋ＜１」が満たされるまで、ステップＳ４０７～Ｓ
４１１における処理手順を繰り返し行う。ここでは、「ｋ＝０」であるので、条件「ｋ＜
１」を満たしている。したがって、多重化部１４５は、変数ｊをデクリメントする（ステ
ップＳ４１２）。ここでは、「ｊ＝１」であるので、多重化部１４５は、変数ｊを、「１
」から「１」を減算した値「０」に更新する。
【０１３１】
　続いて、多重化部１４５は、ステップＳ４０５における条件「ｊ＜１」を満たしている
か否かを判定する。ここでは、「ｊ＝０」であるので、条件「ｊ＜１」を満たしている。
したがって、多重化部１４５は、ステップＳ４１４における処理手順を行う。
【０１３２】
　具体的には、多重化部１４５は、変数ｊを「０」から「１」に更新する。また、多重化
部１４５は、Ｘ（ｊ）に「Ｘ（ｊ）＋１」を代入する。ここでは、「ｊ＝１」であり、「
Ｘ（１）＝０」であるので、Ｘ（１）に「０＋１」を代入する。また、多重化部１４５は
、変数ｋにＸ（ｊ）を代入する。ここでは、「Ｘ（１）＝１」であるので、多重化部１４
５は、変数ｋに「１」を代入する。また、多重化部１４５は、Ｙ（ｊ、ｋ）にＺ（ｉ）を
代入する。ここでは、「ｉ＝１」であり、「ｊ＝１」であり、「ｋ＝１」であり、Ｚ（１
）には、業務モデルＭ１０１が代入されているので、多重化部１４５は、図１８－２に示
したように、Ｙ（１、１）に業務モデルＭ１０１を代入する。
【０１３３】
　続いて、多重化部１４５は、同期設定処理を行う（ステップＳ４１５）。なお、多重化
部１４５による同期設定処理については、図２１を用いて後述する。続いて、多重化部１
４５は、変数ｎをデクリメントし、変数ｉをインクリメントする。ここでは、多重化部１
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４５は、変数ｎを「２１」から「２０」に更新し、変数ｉを「１」から「２」に更新する
。
【０１３４】
　続いて、多重化部１４５は、ステップＳ４０３における条件「ｎ≦１」を満たしている
か否かを判定する。ここでは、「ｎ＝２０」であるので、条件「ｎ≦１」を満たしていな
い。したがって、多重化部１４５は、変数ｊにｉを代入する（ステップＳ４０４）。ここ
では、「ｉ＝２」であるので、多重化部１４５は、変数ｊに「２」を代入する。
【０１３５】
　続いて、多重化部１４５は、ステップＳ４０５における条件「ｊ＜１」を満たしている
か否かを判定する。ここでは、「ｊ＝２」であるので、条件「ｊ＜１」を満たしていない
。したがって、多重化部１４５は、変数ｋにＸ（ｊ）を代入する（ステップＳ４０６）。
ここでは、「ｊ＝２」であり、「Ｘ（２）＝０」であるので、多重化部１４５は、変数ｋ
に「０」を代入する。
【０１３６】
　続いて、多重化部１４５は、ステップＳ４０７における条件「ｋ＜１」を満たしている
か否かを判定する。ここでは、「ｋ＝０」であるので、条件「ｋ＜１」を満たしている。
したがって、多重化部１４５は、変数ｊを、「２」から「１」に更新する（ステップＳ４
１２）。
【０１３７】
　続いて、多重化部１４５は、ステップＳ４０５における条件「ｊ＜１」を満たしている
か否かを判定する。ここでは、「ｊ＝１」であるので、条件「ｊ＜１」を満たしていない
。したがって、多重化部１４５は、変数ｋにＸ（ｊ）を代入する（ステップＳ４０６）。
ここでは、「ｊ＝１」であり、「Ｘ（１）＝１」であるので、多重化部１４５は、変数ｋ
に「１」を代入する。
【０１３８】
　続いて、多重化部１４５は、ステップＳ４０７における条件「ｋ＜１」を満たしている
か否かを判定する。ここでは、「ｋ＝１」であるので、条件「ｋ＜１」を満たしていない
。したがって、多重化部１４５は、多重化判定処理を行う（ステップＳ４０８）。なお、
多重化部１４５により多重化判定処理については、図２０を用いて後述する。
【０１３９】
　多重化判定処理の結果、多重化を行うことを決定した場合、多重化部１４５は、変数ｋ
をデクリメントする（ステップＳ４１０）。一方、多重化を行わないことを決定した場合
、多重化部１４５は、ステップＳ４１４における処理手順を行う。
【０１４０】
　なお、ここでは、多重化部１４５は、多重化を行わないことを決定するので、ステップ
Ｓ４１４における処理手順を行う。具体的には、多重化部１４５は、変数ｊを「１」から
「２」に更新する。また、多重化部１４５は、Ｘ（ｊ）に「Ｘ（ｊ）＋１」を代入する。
ここでは、「ｊ＝２」であり、「Ｘ（２）＝０」であるので、Ｘ（２）に「０＋１」を代
入する。また、多重化部１４５は、変数ｋにＸ（ｊ）を代入する。ここでは、「Ｘ（２）
＝１」であるので、多重化部１４５は、変数ｋに「１」を代入する。また、多重化部１４
５は、Ｙ（ｊ、ｋ）にＺ（ｉ）を代入する。ここでは、「ｉ＝２」であり、「ｊ＝２」で
あり、「ｋ＝１」であり、Ｚ（２）には、業務モデルＭ１０２が代入されているので、多
重化部１４５は、図１８－２に示したように、Ｙ（２、１）に業務モデルＭ１０２を代入
する。
【０１４１】
　このようにして、多重化部１４５は、ステップＳ４０３における条件「ｎ≦１」を満た
すまで、上述した処理手順を行う。これにより、図１８－１に示した配列Ｚ（ｉ）に代入
されている業務モデルＭ１０１～Ｍ１２１は、図１８－２に示したように、配列Ｙ（ｊ、
ｋ）に代入される。図１８－２に示した例では、同一の行（ｊ）に代入されている業務モ
デルが多重化されていることを示している。例えば、業務モデルＭ１０１およびＭ１０３
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が多重化されていることを示している。そして、図１８－２に示した例では、業務モデル
Ｍ１０１およびＭ１０３が並行して実行された後に、業務モデルＭ１０２、Ｍ１０５、Ｍ
１０７が並行して実行されることを示している。そして、最後に、図１８－２に示した例
では、業務モデルＭ１１８およびＭ１２０が実行されることを示している。
【０１４２】
［初期化処理手順］
　次に、図１９を用いて、図１７のステップＳ４０１に示した初期化処理の手順について
説明する。図１９は、多重化部１４５による初期化処理手順を示すフローチャートである
。
【０１４３】
　図１９に示すように、多重化部１４５は、まず、変数ｎに要素数を代入する（ステップ
Ｓ５０１）。続いて、多重化部１４５は、条件「ｎ≦１」が満たされるまで、ステップＳ
５０２～Ｓ５０５における処理手順を繰り返し行う。
【０１４４】
　具体的には、多重化部１４５は、配列Ｘ（ｎ）および配列Ｗ（ｎ）に「０」を代入する
（ステップＳ５０３）。続いて、多重化部１４５は、変数ｎをデクリメントする（ステッ
プＳ５０４）。すなわち、多重化部１４５は、配列Ｘ（ｎ）の要素（１）～Ｘ（ｎ）と、
配列Ｗ（ｎ）の要素Ｗ（１）～Ｗ（ｎ）に、「０」を代入する。
【０１４５】
［多重化判定処理手順］
　次に、図２０を用いて、図１７のステップＳ４０８に示した多重化判定処理の手順につ
いて説明する。図２０は、多重化部１４５による多重化判定処理手順を示すフローチャー
トである。
【０１４６】
　多重化部１４５は、多重化判定処理を行う場合、まず、Ｚ（ｉ）の業務モデルにおいて
参照または更新されるテーブルの名称を変数ＺＴ（ｉ）に代入する（ステップＳ６０１）
。また、多重化部１４５は、Ｙ（ｊ、ｋ）の業務モデルにおいて参照または更新されるテ
ーブルの名称を変数ＹＴ（ｊ、ｋ）に代入する（ステップＳ６０１）。
【０１４７】
　続いて、多重化部１４５は、Ｚ（ｉ）の業務モデルが「更新系」であり（ステップＳ６
０２肯定）、かつ、ＺＴ（ｉ）とＹＴ（ｊ、ｋ）とが等しい場合（ステップＳ６０３肯定
）、「多重化処理を行わない」と判定する（ステップＳ６０４）。
【０１４８】
　一方、多重化部１４５は、Ｚ（ｉ）に代入されている業務モデルが「更新系」であり（
ステップＳ６０２肯定）、かつ、ＺＴ（ｉ）とＹＴ（ｊ、ｋ）とが異なる場合（ステップ
Ｓ６０３否定）、「多重化処理を行う」と判定する（ステップＳ６０５）。
【０１４９】
　また、多重化部１４５は、Ｚ（ｉ）に代入されている業務モデルが「更新系」でない場
合（ステップＳ６０２否定）、Ｙ（ｊ、ｋ）に代入されている業務モデルが「更新系」で
あるか否かを判定する（ステップＳ６０６）。
【０１５０】
　そして、多重化部１４５は、Ｙ（ｊ、ｋ）に代入されている業務モデルが「更新系」で
あり（ステップＳ６０６肯定）、かつ、ＺＴ（ｉ）とＹＴ（ｊ、ｋ）とが等しい場合（ス
テップＳ６０７肯定）、「多重化処理を行わない」と判定する（ステップＳ６０８）。
【０１５１】
　一方、Ｙ（ｊ、ｋ）に代入されている業務モデルが「更新系」であり（ステップＳ６０
６肯定）、かつ、ＺＴ（ｉ）とＹＴ（ｊ、ｋ）とが異なる場合（ステップＳ６０７否定）
、多重化部１４５は、「多重化処理を行う」と判定する（ステップＳ６０９）。
【０１５２】
　また、多重化部１４５は、Ｙ（ｊ、ｋ）に代入されている業務モデルが「更新系」でな
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い（ステップＳ６０６否定）、「多重化処理を行う」と判定する（ステップＳ６１０）。
このように、多重化部１４５は、図１１に示した条件に従って、多重化処理を行うか否か
を決定する。
【０１５３】
［同期設定処理手順］
　次に、図２１を用いて、図１７のステップＳ４１５に示した同期設定処理の手順につい
て説明する。図２１は、多重化部１４５による同期設定処理手順を示すフローチャートで
ある。
【０１５４】
　図２１に示すように、多重化部１４５は、同期設定処理を行う場合、まず、変数ｊをデ
クリメントする（ステップＳ７０１）。続いて、多重化部１４５は、変数ｊが「１」より
も小さいか否かを判定する（ステップＳ７０２）。
【０１５５】
　そして、多重化部１４５は、変数ｊが「１」よりも小さい場合、処理を終了する。一方
、多重化部１４５は、変数ｊが「１」以上である場合、Ｘ（ｊ）の値を変数ｋに代入する
（ステップＳ７０３）。
【０１５６】
　続いて、多重化部１４５は、条件「ｋ≦１」が満たされるまで、ステップＳ７０４～Ｓ
７０８における処理手順を繰り返し行う。具体的には、多重化部１４５は、Ｚ（ｉ）とＹ
（ｊ、ｋ）とを比較し、Ｚ（ｉ）が更新系、かつ、Ｙ（ｊ、ｋ）が参照系である場合、同
期設定は不要であると判定する（ステップＳ７０５）。そして、多重化部１４５は、変数
ｋをデクリメントする（ステップＳ７０６）。
【０１５７】
　一方、多重化部１４５は、Ｚ（ｉ）が更新系でないか、または、Ｙ（ｊ、ｋ）が参照系
でない場合、同期設定が必要であると判定する（ステップＳ７０５）。そして、多重化部
１４５は、変数ｊをインクリメントするとともに、Ｗ（ｊ）に「１」を代入する（ステッ
プＳ７０７）。
【０１５８】
　例えば、多重化部１４５は、図１８－１に示した業務モデルＭ１０１～Ｍ１２１に対し
て多重化処理を行った場合、配列Ｗ（ｊ）に図１８－４に示した値を代入する。これは、
配列Ｙ（ｊ、ｋ）のうち、「ｊ＝３～６」の行において、同期情報を付与していることを
示す。
【０１５９】
［実施例１の効果］
　上述してきたように、実施例１に係るシナリオ作成装置１００は、各サーバ間で送受さ
れるメッセージを収集し、同一のトランザクション内に送受されたメッセージを関連付け
て業務モデルを生成する。そして、シナリオ作成装置１００は、生成した業務モデルを、
ＤＢサーバ１５へのアクセスを開始した時刻の昇順にソートすることによりシナリオを作
成する。これにより、シナリオ作成装置１００は、テストの合否判定を正しく行うことが
できるシナリオを作成することができる。
【０１６０】
　また、実施例１に係るシナリオ作成装置１００は、ＤＢサーバ１５へのアクセスを開始
した時刻の昇順にソートした業務モデルを多重化するので、テストの実行時間が短いシナ
リオを作成することができる。
【０１６１】
　さらに、シナリオ作成装置１００によって生成されたシナリオは、多重化されているの
で、負荷テストに用いることもできる。また、シナリオ作成装置１００によって生成され
たシナリオは、各サーバ間で送受されたメッセージを保持しているので、テストの検証結
果がＮＧになった場合に、どのサーバ間でエラーが発生したかを特定することができる。
これにより、シナリオ作成装置１００によって生成されたシナリオを用いると、容易かつ
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短時間でエラー箇所を特定することができる。
【実施例２】
【０１６２】
　ところで、本願の開示するシナリオ作成装置等は、上述した実施例以外にも、種々の異
なる形態にて実施されてよい。そこで、実施例２では、本願の開示するシナリオ作成装置
等の他の実施例について説明する。
【０１６３】
［業務モデルの属性］
　上記実施例１では、図９や図１１に示したように、隣接する２個の業務モデルについて
、「参照先／更新先テーブル」が同一であるか否かを判定する例を示した。ここで、１個
の業務モデルによって複数のテーブルに参照処理や更新処理が行われることも考えられる
。かかる場合、入替部１４４や多重化部１４５は、比較対象の２個の業務モデルによって
参照処理や更新処理が行われるテーブルが１個でも重複する場合に、「参照先／更新先テ
ーブル」が「同一」であると判定する。言い換えれば、入替部１４４や多重化部１４５は
、比較対象の２個の業務モデルによって参照処理や更新処理が行われるテーブルが全て異
なる場合に、「参照先／更新先テーブル」が「相違」であると判定する。
【０１６４】
　例えば、現在の業務モデルがテーブルＡ、Ｂ、Ｃに対して更新処理を行い、直前の業務
モデルがテーブルＣ、Ｄ、Ｅに対して参照処理を行う場合、入替部１４４や多重化部１４
５は、現在の業務モデルと、直前の業務モデルとの「参照先／更新先テーブル」が「同一
」であると判定する。これは、双方の業務モデルがテーブルＣに対して参照処理または更
新処理を行うからである。
【０１６５】
　また、例えば、現在の業務モデルがテーブルＡ、Ｂ、Ｃに対して更新処理を行い、直前
の業務モデルがテーブルＤ、Ｅに対して参照処理を行う場合、入替部１４４や多重化部１
４５は、現在の業務モデルと、直前の業務モデルとの「参照先／更新先テーブル」が「相
違」であると判定する。これは、双方の業務モデルが全て異なるテーブルに対して参照処
理または更新処理を行うからである。
【０１６６】
［プログラム］
　上記実施例１で説明した各種の処理は、あらかじめ用意されたプログラムをパーソナル
コンピュータやワークステーションなどのコンピュータで実行することによって実現する
ことができる。そこで、以下では、図２２を用いて、上記の実施例１におけるシナリオ作
成装置１００と同様の機能を有するシナリオ作成プログラムを実行するコンピュータの一
例を説明する。
【０１６７】
　図２２は、シナリオ作成プログラムを実行するコンピュータを示す図である。図２２に
示すように、コンピュータ１０００は、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）１０１０と、
キャッシュ１０２０と、ＨＤＤ１０３０と、ＲＯＭ（Read　Only　Memory）１０４０と、
ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）１０５０とを有する。ＲＡＭ１０１０、キャッシ
ュ１０２０、ＨＤＤ１０３０、ＲＯＭ１０４０、ＣＰＵ１０５０は、バス１０６０によっ
て接続されている。
【０１６８】
　ＲＯＭ１０４０には、上記の実施例１におけるシナリオ作成装置１００と同様の機能を
発揮するシナリオ作成プログラムが予め記憶されている。具体的には、ＲＯＭ１０４０に
は、収集プログラム１０４１と、関連付けプログラム１０４２と、ソートプログラム１０
４３と、入替プログラム１０４４と、多重化プログラム１０４５と、シナリオ作成プログ
ラム１０４６とが記憶されている。
【０１６９】
　そして、ＣＰＵ１０５０は、これらの収集プログラム１０４１と、関連付けプログラム
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１０４２と、ソートプログラム１０４３と、入替プログラム１０４４と、多重化プログラ
ム１０４５と、シナリオ作成プログラム１０４６とを読み出して実行する。これにより、
図２２に示すように、収集プログラム１０４１は、収集プロセス１０５１になり、関連付
けプログラム１０４２は、関連付けプロセス１０５２になり、ソートプログラム１０４３
は、ソートプロセス１０５３になる。また、入替プログラム１０４４は、入替プロセス１
０５４になり、多重化プログラム１０４５は、多重化プロセス１０５５になり、シナリオ
作成プログラム１０４６は、シナリオ作成プロセス１０５６になる。
【０１７０】
　なお、収集プロセス１０５１は、図２に示した収集部１４１に対応し、関連付けプロセ
ス１０５２は、図２に示した関連付け部１４２に対応し、ソートプロセス１０５３は、図
２に示したソート部１４３に対応する。また、入替プロセス１０５４は、図２に示した入
替部１４４に対応し、多重化プロセス１０５５は、図２に示した多重化部１４５に対応し
、シナリオ作成プロセス１０５６は、図２に示したシナリオ作成部１４６に対応する。
【０１７１】
　また、ＨＤＤ１０３０には、図２２に示すように、シナリオ作成関連データ１０３１が
設けられる。かかるシナリオ作成関連データ１０３１は、図２に示した業務モデル記憶部
１５１やシナリオ記憶部１５２に対応する。
【０１７２】
　なお、上記した各プログラム１０４１～１０４６については、必ずしもＲＯＭ１０４０
に記憶させなくてもよい。例えば、コンピュータ１０００に挿入されるフレキシブルディ
スク（ＦＤ）、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯディスク、ＤＶＤディスク、光磁気ディスク、ＩＣカ
ードなどの「可搬用の物理媒体」にプログラム１０４１～１０４６を記憶させてもよい。
または、コンピュータ１０００の内外に備えられるハードディスクドライブ（ＨＤＤ）な
どの「固定用の物理媒体」にプログラム１０４１～１０４６を記憶させてもよい。または
、公衆回線、インターネット、ＬＡＮ、ＷＡＮなどを介してコンピュータ１０００に接続
される「他のコンピュータ（またはサーバ）」にプログラム１０４１～１０４６を記憶さ
せてもよい。そして、コンピュータ１０００は、上述したフレキシブルディスク等から各
プログラムを読み出して実行するようにしてもよい。
【符号の説明】
【０１７３】
　　　　１　情報処理システム
　　　　９　情報処理システム
　　　１１　テスト端末
　　　１２　負荷分散装置
　　　１３　Ｗｅｂサーバ
　　　１４　ＡＰサーバ
　　　１５　ＤＢサーバ
２１～２６　ルータ
　　　３１　ネットワーク
　　　３２　ファイアーウォール
　　１００　シナリオ作成装置
　　１１０　ＩＦ部
　　１２０　入力部
　　１３０　出力部
　　１４０　制御部
　　１４１　収集部
　　１４２　関連付け部
　　１４３　ソート部
　　１４４　入替部
　　１４５　多重化部
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　　１４６　シナリオ作成部
　　１５１　業務モデル記憶部
　　１５２　シナリオ記憶部
　１０００　コンピュータ
　１０１０　ＲＡＭ
　１０２０　キャッシュ
　１０３０　ＨＤＤ
　１０３１　シナリオ作成関連データ
　１０４０　ＲＯＭ
　１０４１　収集プログラム
　１０４２　関連付けプログラム
　１０４３　ソートプログラム
　１０４４　入替プログラム
　１０４５　多重化プログラム
　１０４６　シナリオ作成プログラム
　１０５０　ＣＰＵ
　１０５１　収集プロセス
　１０５２　関連付けプロセス
　１０５３　ソートプロセス
　１０５４　入替プロセス
　１０５５　多重化プロセス
　１０５６　シナリオ作成プロセス
　１０６０　バス

【図１】

【図２】

【図３】
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【図１１】 【図１２－１】

【図１２－２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８－１】



(30) JP 5304449 B2 2013.10.2

【図１８－２】 【図１８－３】

【図１８－４】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】
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